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　光軸に平行な光が半径�U�の球面鏡（中心2）の表面$に入射角Kで入射し反射した。この反射光の光

軸との交点)（焦点）の座標を計算してみよう。

　�2$)＝�$2)＝Kなので，△)$2は二等辺三角形である。2)＝�V�と置くと，
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これをグラフにすると，
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角度Kが���以下のとき，3)＝�
�
�
U�であることが分かる。そのとき，焦点は23の中点である。

球面鏡は入射角Kが小さいときのみ反射光が一点に集まる。よって，薄い反射鏡のみ像を作ることがで

きるのである。
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　球面に入射した光は一点に集まらない。それではどのような面だったら，反射光が一点に集まるの

だろうか。
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　鏡面の方程式を�\ I� 
[ �とし，光軸（�\�軸）に平行な光が反射鏡の鏡面3点に入射し，その反射光

が原点を通過したとする。反射鏡の鏡面3の座標を�� 
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　である。これは，
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で表される。反射角はKなので，入射光とのなす角度は�Kとなる。よって，
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　　�D [�と置き換え分子分母を逆にすると
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　　両辺を積分して　�ORJK� 
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　　これは二次関数であり，放物面に平行に入った光が一点に集まるということが分かった。�
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